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平成 28 年度（2016 年）（前期）ダイジェストレポート 
報告事項 

・平成 28 年 4 月 12 日平成 28 年度「地球環境基金」助成金内定説明会（新規）（東京） 

・4 月 23 日シャンティ山口理事会（議事録参照） 

・4 月 29 日平成 28 年度地球環境基金助成金交付申請書提出 

・5 月 6 日～5 月 20 日プロジェクト調整現地訪問（報告書参照） 

 

  
ホイドウア村 住民学校（タマサーと大学生ボランティア活動で建設）   村長・副村長・役場役員事業協議 

   
ホイドウア村 水・土壌調査地点 

 

・５月 28 日シャンティ山口平成 28 年度定期総会（議事録・ニュースレター第 125 号参照) 

・6 月 10 日「地球環境基金」平成 28 年度交付決定 

・7 月 1 日「Green Fund」「緑の募金」 平成 28 年度事業認証（2年目）交付決定（報告書参照） 

・7 月 7 日～7 月 30 日プロジェクト調整現地訪問（報告書参照） 

 

   
プーサン・ラオス、タイ国境朝市タイ側（隣接地域住民のみ国境警備隊事務所による ID チェックで出入りできる。） 

 アセアン共同体事業関連でイミグレーション（出入国管理事務所）設置計画中(ラオス・タイ ID カードのみで国内自

由に出入りできるようになる。また、外国人はパスポートチェックで自由に出入りできるようになるが、時期不明) 

 

http://www.shanti-yamaguchi.com/


・7 月 11 日 新規事業開始 ホイドウア村にて住民集会を開催し事業説明等行いました。 

  
ホイドウア村（シャンティ山口プロジェクト実施計画住民説明会） 

・7 月 12 日 本年 4 月より事務所を移転 裏の空き地に陸稲を蒔きました。11 月には新米が食べられま

す。皆さんのお越しをお待ちしています。 

   

事務所裏の空き地に陸稲（種モミ）蒔き(7/12) 種モミ 10～15粒＋化成肥料数粒   種モミ蒔きから19日が経過(7/26)  

 

・7 月 13 日 地域行政との協働連携事業 昨年度の事業報告と平成 28年度からの事業説明と協力をお願

いしました。 

  
保健所行政監査（実績報告の内、連携協力によるシャンティ山口の活動実績・計画報告） 

 

・7 月 14 日 昨年で助成事業を終了 ホイプ村（環境調査は、新規実施）住民による熱心な手入れが行き

届き枯れ苗木もなく順調な成育を確認しました。 

  
ホイプム村北側農地－１の果樹植栽状況（約 70ha トウモロコシから果樹への転換地） 



・7 月 24 日 ホイドウア村 進入路補修作業 

毎年のことながら少しでも雨が降ると通行できない状況に陥る。村人全員参加による当面の補修作業 

   

村の山からの岩を砕き粘土の道に敷く協働作業。 
 

・7 月 25 日 ホイドウア村苗木運搬「緑の募金 GreenFund」 
 

   
「緑の募金 GreenFund」苗木運搬 6 トン車 1台・ピックアップトラック 4台 2往復 

 

  
「緑の募金 GreenFund」配布作業 3 日間にわたる村人総出の協働作業 

 

・8 月 19 日～8 月 28 日スタディーツアー 恒例の徳島大学・山口県立大学それぞれの行事や都合により

参加者 3 名となり、うち、全行程は 1 名と寂しいフィールド学習と成りましたが、結果それぞれの地で大

歓迎をうけ内容の濃い実りある学習でした。（PHAYAO レポート 2016-01 徳島大学 岡村英作 参照） 

   
表示用竹杭の作成（研修生体験学習）            ホイプム村保育園訪問 



・8 月 18 日～9 月 12 日 プロジェクト調整現地訪問 ・ホイドウア村環境調査指導 （報告書参照） 

     
ホイドウア村環境調査指導（チェックカ所の確認） 

     
ホイドウア村調査実践指導（農地・自然林） 

     
ホイドウア村調査実践指導（飲料用水源地・自然林・土壌） 

 

・9 月 2 日 野生らん生存確認 世界各地の野生らんは、気候変動による森林の変容や、乱獲により多く

の希少種が絶滅の危機にあります。ワシントン条約での指定絶滅危惧種が現地では、ほとんど見られなくな

りました。人間生活エリアでは、森林伐採はむろん農薬・除草剤により多くの動植物が消滅しているのが現

状です。今回発見のハベナリア属（Hab.rhodocheila）も、この地域では、数少ない希少種で住民の理解

を得て、これから先農薬・除草剤との関連など継続的に調査、保護していくことをお願いしました。 

       
 

・9 月９日～ 植栽果樹成育調査 

                     
 

 

～環境支援募金にご協力をお願いします。～    20161001saeki 


